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長野市大字鶴賀問御所町 1271-3  Tel：026-233-8080
＊公共交通機関をご利用いただきご来場ください。

お問い合わせ：ながの環境パートナーシップ会議事務局
長野市役所環境保全温暖化対策課内 TEL.026-224-5034  FAX.026-224-5108 　E-mail：kankyo@city.nagano.lg.jp

私たちの地球環境と未来

ながの環境パートナーシップ会議
イメージキャラクター「キラピー」

〜これからの活動とSDGs〜

第 8 回

長野市生涯学習センター 4 階
 TOiGO WEST 大学習室 1・2・3 ホワイエ

ながの環境団体大集合!!

主催：ながの環境パートナーシップ会議 　共催：長野市地球温暖化防止活動推進センター
協力：社会福祉法人長野市社会福祉協議会、長野市市民協働サポートセンター
協賛：株式会社みすずコーポレーション
後援：信濃毎日新聞社、長野市民新聞社、NHK長野放送局、SBC信越放送、NBS長野放送、TSBテレビ信州
　　    abn長野朝日放送、ＦＭぜんこうじ、公益財団法人長野県緑の基金、信州豊かな環境づくり県民会議

会 場

SDGs時代に
求められる環境活動

発表者
●八十二銀行　●里山ウェルネス研究会
●NPO法人長野県NPOセンター

生物多様性 COP や G７サミット、環境大臣会合に
おける環境 NGO 活動をサポートする。また、地球環境パートナーシップ
プラザの運営を行う環境パートナーシップ会議（EPC）の副代表理事とし
て、SDGs の普及啓発、対話の場づくりなどパートナーシップの推進を図る。
なお、SDGs 市民社会ネットワーク、日本 NPO センターの理事等も務める。

フードドライブ
ご家庭で利用されない食品（賞味期限が１か月以上で常温保存できるもの）
をお持ちください。ご寄付いただいた食品は必要としている方々 にお届けします。

ご家庭で利用されない食品・食材、学用品、学生服、衣料、おもちゃ等を
お持ちください。ご寄付いただいたものは必要としている方々 にお届けします。

ご寄付
ください会場内で実施します。ご協力ください。

長野市生涯学習センター

＊裏面参照

気軽に
ご参加ください。

星野智子 氏  
一般社団法人 環境パートナーシップ会議 
副代表理事

講師・コーディネーター

SDGs の取組事例発表会

分科会でワークショップ

信州こども応援ドライブ

基調講演会

活動ＰＲ展示・ポスターセッション

入場無料

[ テーマ ] ★循環型社会　★自然エネルギー　　　　　
★地球環境　★食と農　★生物多様性

市内外の団体・企業の担当者をお招きして発表いただきます。

（当日参加可）

（当日参加可）

参加募集中！
12/10（月）締切

参加団体等が５つのテーマごとに分かれ、SDGsの 17の目標をで
きるだけ多く達成できるよう、新たな事業や仕組みづくりを考え発表
していただきます。

展示を通して団体・企業同士や来場者との
交流を深めます。

ながの環境パートナーシップ会議では、環境保全活動に取り組んでいる団体や企業が
SDGs（持続可能な開発目標）を理解し合い、より良い地球環境と未来を次世代へつ
ないでいくために、今後どんな活動を行っていくべきか考える場を提供します。

定員100人
（先着順）

＊申し込み：電話でながの環境パートナーシップ会議事務局へ



SDGs とは…
2015 年９月、国連総会において、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が全会一致で採択されました。これは、人
類の発展や地球の繁栄のため 2030 年までに達成するべき行動計画として、宣言と目標を掲げたものです。この目標が「持続
可能な開発目標（Sustainable Development Goals 略して SDGs（エスディージーズ））」であり、豊かさを追求しながら地
球を守ることを呼びかける 17 の目標と 169 の行動計画で構成され、「誰一人取り残さない」という理念のもと、環境問題と経
済発展を両軸に、先進国、発展途上国を含めた全ての国々に持続可能な世界に向けての変革を求めています。

SDGs の取組事例発表会

八十二銀行の SDGs への取り組み
●「ESG と SDGs」と企業経営
　 ～世の中の流れ～
●八十二銀行の活動と SDGs
●環境省認定「エコ・ファースト企業」
　としての取り組み

八十二銀行

環境省の「持続可能な開発目標（SDGs）
を活用した地域の環境課題と社会課題を
同時解決するための民間活動支援事業」
を受託し、地域木材の活用や林業におけ
る雇用を目指すと同時に、間伐材を活用
した製品（ログファイヤー）づくりによる
障がい者雇用を通して、持続可能な地域
づくりのための地域資源循環プランの作
成、実践を行っています。
その活動状況を発表します。

里山ウェルネス研究会

2016 年からナガノに住む高校生・大学
生がナガノのまちを良くするために活動
してきた“youth reach（ユースリーチ）”。
SDGs の実現を強く意識して、地域の大
人とコラボし、課題解決をしていく姿を
紹介します。

※ログファイヤーとは…野外で調理したり暖を
取ったりする熱源になるほか、明かりにもなり
ます（災害時の利用も想定）。

発表者及び発表内容

余頃友康 氏フォレストデザイン 代表坂本智徳 氏総務部環境室 調査役

NPO法人 長野県NPOセンター
山室秀俊 氏事務局長

ユースリーチに所属する高校生・大学生の皆さん八十二の森活動


